
地盤通信 VOL.463 

(一社)地盤品質判定士会 中国四国支部主催  

住宅地盤と地震リスクを考える 
～活断層・住宅地震被害・基礎地盤 Yes/No から宅地の基礎地盤を学ぶ ～ 

 令和 8 年熊本地震では断層変位による住宅被害が顕著であったことが報告されています。そこで地震

と活断層、地形、住宅地盤、住宅構造との関連を今年のセミナーの第 1番目のテーマとしました。 

次に地盤品質判定士会 戸建て住宅基礎・地盤部会において取りまとめられている「（仮）住まいの基

礎や地盤に強くなりたい人のための入門書」（第 2編 もっと詳しく知りたい人のための YES/NO 集）の中

から抜粋して紹介したいと思います。 

最近の住宅構造、住宅地盤と地震の関係についての知識を深めたい方、住宅関連の業務をされる方で地

盤について理解を深めたい方、地盤のトラブルについて知識を深めたい方などに最適なセミナーであると

思います。（会告からの抜粋） 

日時：2026年 11月 26日（木）13：00 ～ 17：10  

場所：ハイブリッド方式 会場（50名）：EJEC研修センターNibiru 第Ⅱ研修室 WEB（50名）：ZOOM 

締切：11月 19日（木） 参加費：5500円（税込） 

申込方法：地盤品質判定士会 HPの講習会情報（ https://shop.hanteishi.org/workshop/ ）より 

(一社)地盤品質判定士会 九州支部主催  

地盤に関する課題解決ゼミ  -第 6 回 九州支部の地盤品質判定士の活動- 

 地盤品質判定士の資格は 2011年の東北地方太平洋沖地震をはじめ、これまでの地震によって発生した

住宅や宅地の被害を教訓し、地盤の適切な評価と対策工の提案等を行うことを目的として創設されまし

た。その後も九州においては 2016年に引続き 2026年 7月 28日には令和 8年熊本地震が発生し、多くの

住宅や宅地の被害が発生しました。 

今回のゼミでは、資格創設の契機となった地震の調査や、2016 年の熊本地震後の対策の検討に深く関

わられた佐藤真吾様をはじめ、令和 8 年熊本地震の被害状況調査や自身も被災された地盤品質判定士に

講演いただき、知見を拡げると共に議論を行っていきたいと思います。（会告より抜粋） 

日時： 2026年 12 月 2 日(水) 13：45 ～ 16：45  

場所： JR博多シティ会議室 9階会議室 2(福岡市博多区博多駅中央街 1番 1号 JR博多シティ) 

＆WEB（Zoom）によるオンライン講習会  

締切： 11月 20日（金） 参加費：6600円（後援団体・税込） 

申込方法：地盤品質判定士会 HPの講習会情報（ https://shop.hanteishi.org/workshop/ ）より 
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NPO 住宅地盤品質協会 VOL．463 （2026/10/26） 

〒113-0034 文京区湯島 4-6-12 湯島ﾊｲﾀｳﾝ B-222 

Tel：03-3830-9823 Fax：03-3830-9852 

事務局 

URL:  https://www.juhinkyo.jp/  E-mail:  info2@juhinkyo.jp 


